
令和3年度 令和4年度

改正前 改正後

所得割額算定税率  5.6％ 5.70%

被保険者均等割額  24,400円 24,600円

世帯別平等割額  17,500円 17,600円

課税限度額  630,000円 650,000円

所得割額算定税率  1.8％ 1.90%

被保険者均等割額 9,300円 9,500円

世帯別平等割額  6,500円 6,600円

課税限度額  190,000円 200,000円

所得割額算定税率  1.2％ 1.50%

被保険者均等割額 8,400円 9,300円

世帯別平等割額  4,300円 4,800円

課税限度額  170,000円 170,000円

※40歳未満は介護分なし、　　　　※65歳～75歳
未満は介護分は介護保険料として別途に

    国民健康保険税の改正内容
区
分

国保税の項目

医
療
分

後
期
分

介
護
分

自治体 増加額(円） 増加率（％）2022年度（円）

碧南市 3,200 3.3 98,570
岡崎市 6,661 6.0 117,959
豊田市 3,700 3.7 100,733
みよし市 3,114 2.8 112,832
⻄尾市 8,254 7.8 113,502
安城市 1,833 1.8 103,985
刈谷市 90,081
知立市 100,800
高浜市 102,000

税率改正なし

⻄三河9市の国保税（料）引上げ状況

二
度
の
引
上
げ
。
年
１
０
２
万
円
に

３
月
議
会
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
（
+

０
・
１
～
０
・
３
％
）
均
等
割
（
最
高
１
３
０
０
円
）

平
等
割
（
最
高
７
０
０
円
）
の
引
き
上
げ
を
行
い
、

総
額
年
間
約
５
０
０
０
万
円
の
引
き
上
げ
で
今
後
５

年
間
で
約
２
億
５
千
万
円
の
引
き
上
げ
を
計
画
し
て

い
る
碧
南
市
。
４
月
15
日
の
臨
時
議
会
で
、
賦
課
限

度
額
を
、
現
行
99
万
円
を
１
０
２
万
円
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。

収
入
の
1
割
が
国
保
税
‼

市
当
局
は
、
最
高
限
度
額
年
間
１
０
２
万
円
に
達

す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
２
人
世
帯
で
収
入
約

１
０
６
６
万
円
。
給
与
で
は
１
２
６
１
万
円
と
し
め

し
ま
し
た
。
し
か
し
収
入
の
１
割
近
く
の
国
保
税
は

高
す
ぎ
ま
す
。
健
康
保
険
な
ど
他
の
保
険
に
は
企
業

主
負
担
が
半
分
入
っ
て
い
ま
す
。
国
保
に
は
こ
れ
が

な
く
国
の
負
担
は
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
世

帯
主
の
４
割
が
年
金
生
活
者
な
ど
の
無
職
、
３
割
が

非
正
規
労
働
者
で
、
低
所
得
者
が
多
く
加
入
す
る
医

療
保
険
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
平
均
保
険
料
は
、
４
人

世
帯
の
場
合
、
同
じ
年
収
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健
康

保
険
料
の
２
倍
に
な
り
ま
す
。

知
事
・市
長
会
も
他
保
険
並
み
を
要
求

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
な
ど
地
方
団
体
は
、

加
入
者
の
所
得
が
低
い
国
保
が
、
他
の
医
療
保
険
よ

り
も
保
険
料
が
高
く
、
負
担
が
限
界
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
「
国
保
の
構
造
問
題
」
だ
と
し
、
こ
れ
を
解

決
す
る
た
め
に
、
公
費
投
入
・
国
庫
負
担
を
増
や
し

て
国
保
料
（
税
）
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
、
国
に
要

望
し
続
け
て
い
ま
す
。
1
兆
円
の
公
費
投
入
増
で
国

保
料
（
税
）
を
抜
本
的
に
引
き
下
げ
、
協
会
け
ん
ぽ

の
保
険
料
並
み
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
均
等
割
な
し
に

国
保
に
は
、
他
保
険
に
な
い
家
族
子
ど
も
の
均
等

割
（
碧
南
市
で
は
年
３
万
４
１
０
０
円
）
が
あ
り
ま

す
。
世
論
が
広
が
り
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
、
就
学

前
の
子
ど
も
の
均
等
割
を
半
額
（
１
万
７
０
５
０
円
）

に
し
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
18
歳
ま
で
全
額
無
料
に

し
て
も
年
４
千
万
円
で
で
き
る
と
求
め
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
国
民
健
康
保
険
税
引
き
上
げ
に
反

対
し
ま
し
た
が
他
会
派
は
賛
成
し
て
い
ま
す
。

標
準
保
険
税
率
へ
の
引
き
上
げ
中
止
を

自
民
政
権
は
２
０
１
８
年
度
か
ら
、
そ
れ
ま
で
市

町
村
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た
国
保
の
財
政
を
都
道
府

県
に
集
約
す
る
「
国
保
の
都
道
府
県
化
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
改
変
の
最
大
の
狙
い
は
、

市
町
村
が
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ
て

行
っ
て
い
る
、
自
治
体
独
自
の
保
険
料
（
税
）
軽
減

を
や
め
さ
せ
、
そ
の
分
を
住
民
の
負
担
増
に
転
嫁
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
「
標
準
保
険
料

率
」
、
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」
な
ど
、
自
治
体

独
自
の
公
費
繰
入
を
や
り
に
く
く
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
は
、

「
保
険
料
の
統
一
化
」
の
名
で
公
費
繰
入
を
や
め
て

い
く
よ
う
自
治
体
に
圧
力
を
か
け
、
都
道
府
県
が
定

め
る
「
国
保
運
営
方
針
」
の
目
的
に
“
繰
入
解
消
”

を
明
記
す
る
法
律
改
定
（
２
０
２
１
年
）
な
ど
の
改

悪
も
進
め
ま
し
た
。

自
治
体
独
自
の
国
保
対
策
を

国
保
が
「
都
道
府
県
化
」
さ
れ
て
も
、
「
地

方
自
治
の
本
旨
」
「
自
治
体
の
条
例
制
定
権
」

を
定
め
た
憲
法
の
も
と
、
自
治
体
が
独
自
の
公

費
繰
入
を
続
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
日
本
共

産
党
は
、
「
国
保
の
都
道
府
県
化
」
に
よ
る
国

保
料
（
税
）
引
き
上
げ
に
断
固
反
対
し
、
自
治

体
を
住
民
負
担
増
・
給
付
削
減
へ
と
駆
り
立
て

る
仕
組
み
を
撤
廃
し
ま
す
。
国
政
で
も
地
方
で

も
、
自
治
体
独
自
の
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
を

維
持
・
拡
充
す
る
た
め
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

窓
口
負
担
軽
減
や
税
減
免
制
度
を

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は
、
所
得
が
一
定
基
準
を

下
回
り
、
医
療
保
険
料
の
負
担
が
困
難
と
み
な

さ
れ
る
人
は
、
保
険
料
を
免
除
し
、
国
庫
で
そ

の
財
政
を
補
う
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
・
窓
口
負
担
の
軽
減
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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国保税（所得割・均等割・平等割・限度額）引き上げ



４
月

17
日
、
ウ
イ
ン
ク
愛
知
で
日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員

会
主
催
の
「
気
候
危
機
の
打
開
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
議
院
議
員

武
田
良
介
さ
ん
。
愛
知

県
選
挙
区
予
定
候
補
の
す
や
ま
初
美
さ
ん
。
名
城
大
学
教
授

井
内
尚
樹
さ
ん
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授

中
塚

武

さ
ん
を
パ
ネ
ラ
ー
に
。
会
場
か
ら
は
、
温
暖
化
裁
判
を
戦
っ

て
い
る
弁
護
士
、
電
力
会
社
元
労
働
者
、
地
域
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
関
係
者
と
と
も
に
、
日
本
最
大
の
二
酸
化
炭
素
発
生

源
の
石
炭
火
力
発
電
所
を
抱
え
る
碧
南
市
の
日
本
共
産
党
山

口
は
る
み
議
員
も
参
加
発
言
し
ま
し
た
。

「
愛
知
県

共
産
党
」
で
検
索
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い

た
だ
く
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
動
画
配
信
が
さ
せ
て
い

ま
す
。

武
田
良
介
参
議
院
議
員

建
築
物
省
エ
ネ
法
の
改

正
案
、
今
国
会
に
提
出

武
田
議
員
は
「
日
本
共

産
党
の
２
０
３
０
戦
略
」

の
施
策
を
紹
介
。
国
土
交

通
省
が
４
月

13
日
、
住
宅

の
省
エ
ネ
化
を
進
め
る
建

築
物
省
エ
ネ
法
の
改
正
案

を
、
今
国
会
に
提
出
す
る

方
向
だ
と
報
告
。
関
係
省

庁
と
協
議
を
始
め
、
月
内

の
閣
議
決
定
を
め
ざ
す
。

提
出
の
先
送
り
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
た
が
、
一
転

し
て
今
国
会
で
成
立
す
る

可
能
性
が
強
ま
っ
て
き
た
。

改
正
案
は
、
こ
れ
ま
で
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
が
対
象

だ
っ
た
断
熱
性
能
な
ど
の

省
エ
ネ
基
準
を
、
２
０
２

５
年
度
ま
で
に
住
宅
な
ど

す
べ
て
の
新
築
の
建
物
に

義
務
付
け
ま
す
。
当
初
は

今
国
会
で
の
提
出
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
開
会
時
に
国
交
省
が
示
し

た
提
出
予
定
法
案
に
は
含
ま
れ
ず
、
見
送
り
の
公
算
が
大
き
く
な
っ

て
い
た
。
新
築
家
屋
へ
の
省
エ
ネ
再
エ
ネ
導
入
に
対
す
る
世
論
が
政

府
を
動
か
し
た
と
報
告
し
ま
し
た
。

す
や
ま
初
美

県
副
委
員
長

気
候
危
機
対
策
、
県
の
提
案
を
報
告

す
や
ま
初
美
さ
ん
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

愛
知
県
で
、
石
炭
火
力
発
電
の
休
廃
止
を
実
現
す
る
こ
と
が
２
０
２

５
年
ま
で
に
気
温
上
昇
１
・
５
度
Ｃ
以
下
に
す
る
要
。
リ
ニ
ア
新
幹

線
、
中
部
国
際
空
港
第
２
滑
走
路
な
ど
温
暖
化
に
逆
行
す
る
施
策
を

改
め
、
省
エ
ネ
再
エ
ネ
の
補
助
制
度
な
ど
実
効
性
あ
る
対
策
を
と
訴

え
ま
し
た
。

名
城
大
学

井
内
尚
樹
教
授

２
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
学
ば
な
か
っ
た
政
府
。

ド
イ
ツ
の
農
家
や
林
業
に
こ
そ
危
機
打
開
の
手
法
が

70
年
代
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
震
災
で
の
原
発
事
故
と
い
う

２
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
対
し
て
、
外
国
頼
み
、
原
発
依
存
へ
の

反
省
に
立
た
な
か
っ
た
転
換
策
を
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
政
府
。
今
ロ

シ
ア
の
侵
略
戦
争
で
根
本
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
転
換
が
必
要
。

国
内
、
地
産
地
消
、
小
規
模
で
住
民
参
加
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
や
省
エ
ネ
が
必
要
と
し
、
ド
イ
ツ
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
施
策

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
風
力
発
電
も
た
い
肥
化
も
牛
の

乳
を
低
温
出
荷
す
る
際
に
、
温
度
活
用
な
ど
行
い
、
効
率
の
良
い
風

力
発
電
の
羽
も
手
作
り
。
糞
尿
と
牧
草
を
合
わ
せ
た
バ
イ
オ
発
電
は

７
０
０
ｍ
の
距
離
で
利
用
し
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
発
電

す
る
。
ま
た
省
エ
ネ
住
宅
も
柱
の
中
心
に
、
新
聞
紙
や
木
く
ず
を
入

れ
て
手
作
り
。
犬
山
市
で
の
大
型
太
陽
光
や
田
原
市
な
ど
大
規
模
発

電
で
は
だ
め
と
。
将
来
は
蓄
電
設
備
が
発
展
し
新
た
な
社
会
に
な
る

だ
ろ
う
と
、
未
来
予
測
も
示
し
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
環
境
学
研
究
科

中
塚

武
さ
ん

「
古
気
候
学
」
か
ら
の
未
来
予
測

古
気
候
学
は
樹
木
年
輪
、
サ
ン
ゴ
年
輪
、
鍾
乳
石
、
泥
炭
堆
積
物

な
ど
か
ら
１
千
年
単
位
の
過
去
の
気
候
を
復
元
研
究
す
る
も
の
で
す
。

２
千
年
前
か
ら
の
歴
史
で
天
変
地
異
は
気
候
変
動
と
と
も
に
起
こ
っ

て
い
る
。
気
候
変
動
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
社
会
に
す
る
こ
と
。
特
に

弱
者
救
済
の
社
会
保
障
を
構
築
す
る
こ
と
が
究
極
の
着
地
点
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
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新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案

○
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
格
差
を
正
し
暮

ら

し
家
計
応
援
第
一
の
政
治

○
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・

平

和
主
義
を
回
復
す
る

○
覇
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
服
外
交
か
ら
抜

け

出
し
、
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交

に
転
換

○
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と

共

生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る

○
ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性

戦争法廃止
改憲許すな19行動
５月19日（木曜日）

午前11時～12時
ピアゴ碧南東店
東浦町6－17（日進小学校南）

2030年までのＣＯ２削減に人類の未来がかかっている 日本共産党

気候危機の打開を考えるシンポジウム


